
蘑菇俳句-菇言菇语

奈须蘑菇

2024 年 2 月 5 日

たとえば雨

霧のように降りしきる放課後、きみの口笛を聞いていた

たとえば夕暮れ

燃えるように教室の景色

たとえば雪はじめてあった白い夜と、黒いかさ

きみがいて、笑っているだけで、幸せだった

あんしんできて、不安なのに

きみがいて、歩いているだけで、うれしかった

一緒にいれて、一緒じゃないのに

ほんのひと時その木漏れ日が暖かそうでたち止っただけ

けれど、いつか同じ場所にいられるよときみはわらった

その言葉を、ずっと、誰かに言ってほしかった
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